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B 161　被服l'. おIT る2 色紅色模様りﾉfメーン,こおよ＼Xす形態と配色の影響

　　　　椙山す学悪大家政○加外息杖椙山義子

　目的　被服における濃狐の形態ti己色1よそ･れうの調和に叔って大ぎv効果乞も/≒らす。

その効果t着枕上より調へ･るにめ.残町孝模旅として殲，抽象機様として直線および曲線

によ->て籾由に構成これら族様，具象模様の花柄を選択レそのワンピースのイメージヽに

Tiよぼす横旅の形態乙2色配色の効果にフヽヽ-Z検討しに縞につヽべI a､可X匹報告t r--.

今回は応柄を.中IV,･とiて注べ，'iiLの模様と比較検討する．
　方法　2種類の大さだの異ぼる支柄^半抽　衿'■^しのページヽノ7ワンピースに仕立て．
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2 色配色を施レまに柄tiltの配色と反転しTこ場合のカラースライドを作成l T-..スワッ

ーツ上の吹像左形容詞対色用いて評定レ因子分析I: よりそのイメージa ボめ、ｅ ･･j型数

量化流, MDA-UO浪を用いてふ/i メージと配色との関係を分前L μ.

　顔果　花柄ワンピース<ri イメージは与因子であうわこれ5. 尺小ん柄共にピンワ
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洗練りけりメーン£与え5.プ-7 ウ-- .あいヽ紫，中間のアしA い巴の色との配色
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ヽヽ花柄で･ぷ?つヽヽ y －じ£，大きヽヽ花柄で･3-こいホがさつヽヽづメ- ンtふんる. りいヽ

膏，中聞のアレイと. の配色la冷た,^ 4メーじでのる.柄y 咆・配色を交挟しr-. i易き　ごこ･

7 .こヽ＼亦，こヽヽ舞にイメージの友化が生じT-.. &数・曲数r構成これる横線にフヽヽTも

屁湖と.ほば娘似し川噴同州号られに．しヵヽし縞柄-c ･か日違が認,め引iに

９月26日（日）第８会場　午後1:00～2 :45

B 162 明治・Ｘ正一昭知前itい岑々^ 岑・随と^ 'い肯景　（々I 顎）

文教尺敢巾　O 私SB歌3-　　鳥島　愛　　印地如某知5-

山口・怖質K　　藤村㈹利5-
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カバ尽わ早戦争前位まrり）学冬。衣*准・永遠とい背繁につい^ 祠晩^ずJ 3 ことにし

Tこ．　冷図M吹i･県屎私考と群馬昇前乖背1こっヽ･7 μ八
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